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1 ．はじめに
平成₂₉年 ₃ 月₃₁日に次期小学校学習指導要領社会が告示され，平成₃₂年 ₄ 月 ₁ 日から実施される．
これは，平成₂₈年₁₂月₂₁日に中央教育審議会より答申された，「幼稚園，小学校，中学校，高等学校
及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について」（以下「答申」と記す）等に
基づき実施されることとなった．
₁₉₄₇（昭和₂₂）年に誕生した小学校社会科は，現在第 ₃～ ₆学年において実施されているが，今
次の改訂でどのような変化がみられるのであろうか．
小学校社会科に関する学習指導要領は，今次の改訂で ₉度目となるが，近年の目標は，「社会生活
についての理解を図り，我が国の国土と歴史に対する理解と愛情を育て，国際社会に生きる民主的，
平和的な国家・社会の形成者として必要な公民的資質の基礎を養う．」（₁₉₈₉［平成元］年及び₁₉₉₈
［平成₁₀］年），「社会生活についての理解を図り，我が国の国土と歴史に対する理解と愛情を育て，
国際社会に生きる平和で民主的な国家・社会の形成者として必要な公民的資質の基礎を養う．」（₂₀₀₈
［平成₂₀］年）となっている．
近年の小学校社会科の目標は，₂₀₀₈［平成₂₀］年の改訂で，「民主的，平和的」が「平和で民主
的」という文言になっただけで，大きな変化はみられていないことが分かる．
今次の改訂においては，小学校社会科の目標に大きな変化がみられ，内容は大幅な見直しがなさ
れている．本稿では，「答申」の記述に基づきながら，大幅に変更された小学校社会科の目標の構造
や内容の見直し及び教科固有の「主体的・対話的で深い学び」に関して概観し，今後望まれる授業
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に関してより改善された指導計画を提示したい．

2 ．社会科の目標等の変更
₂₀₀₈［平成₂₀］年の小学校学習指導要領社会の目標では，「理解」という文言が ₂回出てきており，

「社会生活」や「我が国の国土と歴史」に対しての「理解」が，「公民的資質の基礎」を養っていく
上で重要なポイントとなっていることが分かる．
従前の目標に対して，今次改訂された目標は次のように示されている．

　社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，グローバル化する
国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基
礎を次のとおり育成することを目指す．
　（₁）地域や我が国の国土の地理的環境，現代社会の仕組みや働き，地域や我が国の歴史や伝統と文化
を通して社会生活について理解するとともに，様々な資料や調査活動を通して情報を適切に調べま
とめる技能を身に付けるようにする．

　（₂）社会的事象の特色や相互の関連，意味を多角的に考えたり，社会に見られる課題を把握して，そ
の解決に向けて社会への関わり方を選択・判断したりする力，考えたことや選択・判断したことを
適切に表現する力を養う．

　（₃）社会的事象について，よりよい社会を考え主体的に問題解決しようとする態度を養うとともに，
多角的な思考や理解を通して，地域社会に対する誇りと愛情，地域社会の一員としての自覚，我が
国の国土と歴史に対する愛情，我が国の将来を担う国民としての自覚，世界の国々の人々と共に生
きていくことの大切さについての自覚などを養う．

小学校社会科の目標が大幅に変更された理由は「答申」の提言による．「答申」において，育成を
目指す資質・能力に関し，「全ての資質・能力に共通し，それらを高めていくために重要となる要素
は，教科等や直面する課題の分野を越えて，学習指導要領等の改訂に基づく新しい教育課程に共通
する重要な骨組みとして機能するものである．こうした骨組みに基づき，教科等と教育課程全体の
つながりや，教育課程と資質・能力の関係を明らかにし，子供たちが未来を切り拓ひらいていくた
めに必要な資質・能力を確実に身に付けられるようにすることが重要である．海外の事例や，カリ
キュラムに関する先行研究等に関する分析によれば，資質・能力に共通する要素は，知識に関する
もの，スキルに関するもの，情意（人間性など）に関するものの三つに大きく分類されている．前
述の三要素は，学校教育法第₃₀条第 ₂ 項が定める学校教育において重視すべき三要素（「知識・技
能」「思考力・判断力・表現力等」「主体的に学習に取り組む態度」）とも大きく共通している．」₁︶と
し，第 ₁の柱として，「何を理解しているか，何ができるか（生きて働く「知識・技能」の習得）」，
第 ₂の柱として，「理解していること・できることをどう使うか（未知の状況にも対応できる「思考
力・判断力・表現力等」の育成）」，第 ₃の柱として，「どのように社会・世界と関わり，よりよい人
生を送るか（学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」の涵養）」が示され，
この三つの柱に基づいて教育課程の枠組みを整理してある．
今次改訂された小学校社会科の目標は，このような三つの柱に基づいて整理され，設定された．
また，各学年の目標及び内容，内容の取扱いに関しても大幅な変更がみられる．
例えば，第 ₃学年の「内容」の（ ₁）は次のように改められた（新たに加えられた文言をゴシッ
ク体で示す）．
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（₁）身近な地域や市区町村（以下第 ₂章第 ₂節において「市」という．）の様子について，学習の問題
を追究・解決する活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する．
ア　次のような知識及び技能を身に付けること．
（ア）身近な地域や自分たちの市の様子を大まかに理解すること．
（イ）観察・調査したり地図などの資料で調べたりして，白地図などにまとめること．
イ　次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること．
（ア）都道府県内における市の位置，市の地形や土地利用，交通の広がり，市役所など主な公共施設の
場所と働き，古くから残る建造物の分布などに着目して，身近な地域や市の様子を捉え，場所によ
る違いを考え，表現すること．

「ア」は，「知識及び技能」に関わる事項であり，「ア」の（ア）は，知識に関わる事項である．ま
た，「ア」の（イ）は，技能に関わる事項である．そして，「イ」の（ア）は，「思考力，判断力，表
現力等」に関わる事項である．
身近な地域や自分たちの市の様子に関する内容については，アの（ア）及び（イ）とイの（ア）
を関連付けて指導することが求められている．『小学校学習指導要領解説社会編』では，例をあげ，
「都道府県内における市の位置，市の地形や土地利用，交通の広がり，市役所など主な公共施設の場
所と働き，古くから残る建造物の分布などに着目して，観察・調査したり地図などの資料で調べた
りして，白地図などにまとめ，身近な地域や市の様子を捉え，場所による違いを考え，表現するこ
とを通して，身近な地域や自分たちの市の様子を大まかに理解できるようにすること」₂︶と示してい
る．

3 ．小学校社会科における「主体的・対話的で深い学び」
「答申」では，小学校社会科における「主体的・対話的で深い学び」に関して，「主体的な学びの
視点」として，「主体的な学びについては，児童生徒が学習課題を把握しその解決への見通しを持つ
ことが必要である．そのためには，単元等を通した学習過程の中で動機付けや方向付けを重視する
とともに，学習内容・活動に応じた振り返りの場面を設定し，児童生徒の表現を促すようにするこ
となどが重要である．」₃︶ をあげている．
「対話的な学び」の視点としては，「対話的な学びについては，例えば，実社会で働く人々が連携・
協働して社会に見られる課題を解決している姿を調べたり，実社会の人々の話を聞いたりする活動
の一層の充実が期待される．しかしながら，話合いの指導が十分に行われずグループによる活動が
優先し内容が深まらないといった課題が指摘されるところであり，深い学びとの関わりに留意し，そ
の改善を図ることが求められる．」₄︶ をあげている．
「深い学び」の視点としては，「これらのことを踏まえるとともに，深い学びの実現のためには，
『社会的な見方・考え方』を用いた考察，構想や，説明，議論等の学習活動が組み込まれた，課題を
追究したり解決したりする活動が不可欠である．具体的には，教科・科目及び分野の特質に根ざし
た追究の視点と，それを生かした課題（問い）の設定，諸資料等を基にした多面的・多角的な考察，
社会に見られる課題の解決に向けた広い視野からの構想（選択・判断），論理的な説明，合意形成や
社会参画を視野に入れながらの議論などを通し，主として用語・語句などを含めた個別の事実等に
関する知識のみならず，主として社会的事象等の特色や意味，理論などを含めた社会の中で汎用的
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に使うことのできる概念等に関わる知識を獲得するように学習を設計することが求められる．この
ような観点から，例えば特に小・中学校における主権者教育の充実のため，モデル事業による指導
法の改善や単元開発の実施，新しい教材の開発・活用など教育効果の高い指導上の工夫の普及など
を図ることも重要である．」₅︶ をあげている．
また，廣嶋（₂₀₁₇）は，「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業改善の視点₆︶ として，「主
体的な学び」を実現する視点としては，「教材，学習活動を工夫し問いを持たせる」ことと「既習学
習を想起させ見通しを持たせる」ことが重要であるとしている．また，「対話的な学び」を実現する
視点としては，「他者との対話や体験の場を設ける」ことと「対話がつながる言語活動を充実させ
る」ことが重要であるとしている．そして，「深い学び」を実現する視点としては，「『見方・考え
方』を用いて追究させる」ことと「振り返りの場を設ける」ことが重要であるとしている．

4 ．改訂された小学校社会科に係る具体的な授業計画
今次改訂された小学校社会科に関して目標の特色や教科固有の「主体的・対話的で深い学び」に
ついてみてきたが，今後望まれる授業に関して考察をしていきたい．
ここでは，文部科学省初等中等教育局前教科調査官（小学校社会科）の安野功氏が編著者となっ
た，『教師がつくる新しい社会科の授業～授業づくりにおける ₅つのキーワード～』の中で提示して
ある授業を取り上げて，より望ましい授業構成について考えて行きたい．
取り上げるのは，「学校のまわりのようす・市のようす・場所によるちがい」の授業₇︶である．授

業の指導計画は表 ₁（稿者一部改変）である．

表 1　「学校のまわりのようす・市のようす・場所によるちがい」の指導計画

【単元のねらい】
身近な地域や市のようすを観察・調査したり地図などの資料で調べたりして白地図にまとめる活動を通
して，身近な地域や市のようすを大まかに理解することができるようにする．

内容（Q：主な問い） 見方・考え方

 ₁ 　学校のまわりのようす（ ₆時間）
₁．わたしたちの住むまち
　Ｑ　わたしたちは今，どこに住んでいるのでしょうか．

₂．市のようすの概観
　Ｑ　学校のまわりは，どのようなようすでしょうか．
₃～ ₄．学校のまわりの探検
Ｑ　学校のまわりは，どのようなようすだったと言え
るでしょうか．

₅．地図記号を使った地図
Ｑ　地図帳では，どのような地図記号が使われている
でしょうか．

₆．学校の位置とまわりのようす
Ｑ　探検に行かなかった学校のまわりのようすは，ど
のようになっているでしょうか．

₁．生活科での学習や生活経験，住所などを
手がかりにし，私たちが住んでいるまちが
どのようなところにあるかをつかむ．
₂．市のようすがわかる写真を比較し，さま
ざまな場所があることをつかむ．
₃～ ₄．学校のまわりを探検し，どのような
ようすだったかを白地図に表す．

₅．先生のかいた地図とじぶんたちのかいた
地図を比較し，地図記号について調べる．

₆．航空写真や地図記号から，探検に行かな
かった場所について調べ，まとめる．
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本授業は単元を ₃部構成にして₁₆時間掛けて行われている．第 ₁部の第 ₁時～第 ₆時では「学校
のまわりのようす」，第 ₂部の第 ₇時～第₁₀時では「市のようす」，第 ₃部の第₁₁時～第₁₆時では「場
所によるちがい」を取り上げている．
第 ₁部の「学校のまわりのようす」では，第 ₁時は「わたしたちの住むまち」で，主な問いとし
ては，「わたしたちは今，どこに住んでいるのでしょうか．」を投げ掛け，「生活科での学習や生活経
験，住所などを手がかりにし，私たちが住んでいるまちがどのようなところにあるかをつかむ．」よ
うにしている．第 ₂時は「市のようすの概観」で，主な問いとしては，「学校のまわりは，どのよう
なようすでしょうか．」を投げ掛け，「市のようすがわかる写真を比較し，さまざまな場所があるこ
とをつかむ．」ようにしている．第 ₃～ ₄時は「学校のまわりの探検」で，主な問いとしては，「学
校のまわりは，どのようなようすだったと言えるでしょうか．」を投げ掛け，「学校のまわりを探検
し，どのようなようすだったかを白地図に表す．」ようにしている．第 ₅時は「地図記号を使った地
図」で，主な問いとしては，「地図帳では，どのような地図記号が使われているでしょうか」を投げ
掛け，「先生のかいた地図とじぶんたちのかいた地図を比較し，地図記号について調べる．」ように
している．第 ₆時は「学校の位置とまわりのようす」で，主な問いとしては，「探検に行かなかった
学校のまわりのようすは，どのようになっているでしょうか．」を投げ掛け，「航空写真や地図記号
から，探検に行かなかった場所について調べ，まとめる．」ようにしている．
第 ₂部の「市のようす」では，第 ₇～ ₈時は「施設やお店が集まっている場所」で，主な問いと
しては，「駅のまわりは，どのようなようすでしょうか．」を投げ掛け，第 ₉～₁₀時は「工場が集まっ
ている場所」で，主な問いとしては，「工場が集まっている場所は，どのようなようすでしょうか．」
を投げ掛け，「地図や写真などを使って特徴のある場所のようすを調べ，白地図にまとめる．」よう
にしている．
第 ₃部の「場所によるちがい」では，第₁₁～₁₄時は「土地のようすや使われ方」で，主な問いと
しては，「市にはどのようなようすのところがあり，どのように土地がつかわれているでしょうか．」
を投げ掛け，「これまで調べた場所のようすと，土地のようすや土地の使われ方とを関連付けて調べ，
まとめる．」ようにしている．第₁₅～₁₆時は「市のようすのまとめ」で，主な問いとしては，「市の
ようすを地図にまとめてみましょう．」を投げ掛け，「市のようすを白地図にまとめる．」ようにして
いる．

 ₂ 　市のようす（ ₄時間）
₇～ ₈．施設やお店が集まっている場所
　Ｑ　駅のまわりは，どのようなようすでしょうか．
₉～₁₀．工場が集まっている場所
Ｑ　工場が集まっている場所は，どのようなようすで
しょうか．

₇～₁₀．地図や写真などを使って特徴のある
場所のようすを調べ，白地図にまとめる．

 ₃ 　場所によるちがい（ ₆時間）
₁₁～₁₄．土地のようすや使われ方
Ｑ　市にはどのようなようすのところがあり，どのよ
うに土地がつかわれているでしょうか．

₁₅～₁₆．市のようすのまとめ
　Ｑ　市のようすを地図にまとめてみましょう．

₁₁～₁₄．これまで調べた場所のようすと，土
地のようすや土地の使われ方とを関連付け
て調べ，まとめる．
₁₅～₁₆．市のようすを白地図にまとめる．
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一方，より望ましい授業構成について，小学校社会科固有の「主体的・対話的で深い学び」に着
目した場合，次の表 ₂に示す改善した指導計画が考えられる．

表 2　改善した「学校のまわりのようす・市のようす・場所によるちがい」の指導計画

【単元のねらい】
身近な地域や市のようすを観察・調査したり地図などの資料で調べたりして白地図にまとめる活動を通
して，身近な地域や市のようすを大まかに理解することができるようにする．

内容（Q：主な問い） 見方・考え方

 ₁ 　学校のまわりのようす（ ₆時間）
₁．わたしたちの住むまち
Ｑ　わたしたちは今，市の中でどこに住んでいるので
しょうか．

　　【主】・【対】
₂～ ₃．学校のまわりの探検
Ｑ　学校のまわりはどのようなようすか注意しながら
探検しましょう．

　　【主】・【対】
₄．学校のまわりの白地図
Ｑ　学校のまわりは，どのようなようすだったと言え
るでしょうか．

　　【主】・【対】
₅．地図記号を使った地図
Ｑ　土地の利用は，地図記号で表すとどのようになる
でしょうか．

　　【主】・【対】
₆．学校の位置とまわりのようす
Ｑ　探検に行かなかった学校のまわりのようすをみて，
わたしたちの住むまちは，どのようになっているで
しょうか．

　　【主】・【対】・【深】

₁．生活科での学習や生活経験，住所，市の
ようすがわかる写真などを手がかりにし，
私たちが住んでいるまちがどのようなとこ
ろにあるかをつかむ．
₂～ ₃．学校のまわりはどのような土地の利
用がされているかつかむ．

₄．学校のまわりは，どのようなようすだっ
たかを白地図に表し，土地の利用を表現す
る．

₅．先生のかいた地図とじぶんたちのかいた
地図を比較し，地図記号について理解する．

₆．航空写真や地図記号から，探検に行かな
かった場所の土地利用について理解し，わ
たしたちの住むまちの全体像をつかむ．

 ₂ 　市のようす（ ₄時間）
₇．市のようすの概観
Ｑ　市は全体的にどのようなようすでしょうか．
　　【主】・【対】
₈．施設やお店が集まっている場所

Q　駅のまわりは，どのようなようすでしょうか．
　　【主】・【対】
₉．住宅や農業用地が広がっている場所
Ｑ　住宅や農業用地はどこに広がっているでしょうか．
　　【主】・【対】
₁₀．工場が集まっている場所
Ｑ　工場はどこに広がっているでしょうか．
　　【主】・【対】

₇．市のようすがわかる写真を比較し，さま
ざまな場所があることをつかむ．

₈～₁₀．地図や写真などを使って特徴のある
場所（施設やお店，住宅，農業用地，工場
など）のようすを調べ，白地図にまとめる．
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 ₃ 　場所によるちがい（ ₆時間）
₁₁．土地のようすや使われ方
Ｑ　市にはどのようなようすのところがあり，どのよ
うに土地がつかわれているでしょうか．

　　【主】・【対】
₁₂～₁₄．市のようすのまとめ
Ｑ　市のようすを地図記号をつかって地図にまとめて
みましょう．

　　【主】
₁₅～₁₆．市のようすの発表
Ｑ　なぜこのような土地の利用になっているか考え，
市のようすを発表しよう．

　　【主】・【対】・【深】

₁₁．これまで調べた場所のようすと，土地の
ようすや土地の使われ方とを関連付けて発
表する．

₁₂～₁₄．市のようすを地図記号をつかって白
地図にまとめる．

₁₅～₁₆．土地の利用の特徴について話し合い，
市のようすを発表することで，市の土地利
用の全体像をつかむ．

＊「主体的な学び」：【主】 ＊「対話的な学び」：【対】 ＊「深い学び」：【深】

5 ．おわりに
本稿では，中央教育審議会が，平成₂₈年₁₂月₂₁日に示した「答申」に基づいて改訂された小学校
学習指導要領社会に関して，大幅に変更された目標の構造や内容の見直し及び小学校社会科固有の
「主体的・対話的で深い学び」に関して概観した．そして，生活科の授業実践に係る課題について考
察し，今後望まれる授業に関してより改善された指導計画を，小学校社会科固有の「主体的・対話
的で深い学び」に着目し，提示した．
今後，改訂された小学校社会科の目標に対応して授業実践がなされるわけだが，今まで行われて
きた多様な授業実践・研究踏まえながら，小学校社会科固有の「主体的・対話的で深い学び」に対
応するような授業を開発することが求められている．
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